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愛媛トヨタ Earth Home事業、第 2弾 
車中泊も可能なキャビン架装 

カスタマイズカーの取扱いを開始！ 
 
愛媛トヨタ自動車株式会社（以下、愛媛トヨタ）【代表取締役社長 大城戸圭一、本社:愛
媛県松山市宮田町】は Earth Home事業※①の第 2弾として 2021年 5月 21日、車中
泊や移動販売車などさまざまな用途に使えるようキャビンを架装したカスタマイズカー
の取扱いを開始する。キャビンの架装に使用する商品メーカー（商品ブランド）は、ハイ
エースには「Toy-Factory」HACO×HACOと「OGUshow」ESで設定し、軽自動車ピク
シスには軽キャンパー「ちょい Cam」を設定した。体感用としてハイエース 2台と軽自
動車ピクシス1台を当社で保有し、各店舗で移動展示会※②を開催する。 
また、保有する3台のカスタマイズカーは、レンタカー貸し出しも可能です。 
 
 
 
「Toy-Factory」HACO×HACO 
https://hacoxhaco.jp/ 
保有車両／ハイエースS-GL5ドアSTDフロア 

2/5人乗り バンロング 2800CC 
GDH201V-SRTEY 
車両本体価格3,640,000円 
メーカーオプション333,300円 
付属品781,450円 
キャビン架装641,460円 
車両現金販売価格（税込）5,446,210円 
レンタル料24時間まで（税込）18,700円 
 
 
「OGUshow」ES（EASY STYLE） 
https://www.ogushow.co.jp/style/es-style/ 
保有車両／ハイエースS-GL5ドアSTDフロア 
2/5人乗り バンロング 2800CC 
GDH201V-SRTEY 
車両本体価格3,640,000円 
メーカーオプション300,300円 
付属品512,160円 
キャビン架装372,020円 
車両現金販売価格（税込）4,824,480円 
レンタル料24時間（税込）17,600円 
 
 
「ちょいCam」 
https://choi-cam.com/ 
保有車両／ピクシスバン クルーズターボSA3ハイルーフ 
 2/4人乗り 660CC 
S321M-ZQGZ7 
車両本体価格1,397,000円 
メーカーオプション31,900円 
付属品700,060円 
キャビン架装575,850円 
車両現金販売価格（税込）2,704,810円 
レンタル料24時間（税込）9,350円 

 
 
 

 
 
 
 

News Release 



※②移動展示会 
スケジュール 
 

本      店 5月24日（月）～ 5月30日（日） 
松山・久米窪田店 6月 2日（水）～ 6月 6日（日） 
空 港 通  店 6月 9日（水）～ 6月13日（日） 
三島・川之江 店 6月16日（水）～ 6月20日（日） 
西条・新居浜 店 6月23日（水）～ 6月27日（日） 
今  治   店 6月30日（水）～ 7月 4日（日） 
大  洲   店 7月 7日（水）～ 7月11日（日） 
ToP Town宇和島 7月14日（水）～ 7月18日（日） 

 
取扱い開始記念 
ご購入お客様特典 
 

2021年 9月 30日までの期間、キャビンの架装キットをご購入いただいたお
客様へ「スノーピークLEDランタン«ほおずき»をプレゼント。 

 
※①愛媛トヨタの Earth Home事業とは、SDGs取組であり「地球を我が家にしてア

ウトドアライフを提案し、大地にアース（接地）して人間力を高めよう」とするものです。
人間力とは、自然とのふれあいや実体験から、感じることや気づくことを繰り返し、生き
る力や学ぶ力を育むものです。これは未来を切り開く力となります。自動車販売にたずさ
わる中で、技術による便利さを提供するだけではなく、運転する喜びや旅から生まれる感
動、自然とのふれあう感覚を大切にした取組みを地域の皆さまとともに実施したいと考え
ています。 

 
Earth Home事業の第1弾は「スノーピークエントリーストアオープン」、第2弾は今

回の「ハイエース及び軽ピクシスのキャビン架装」を開始で、例えば快適に車中泊が可能
となる空間を提供いたします。第3弾では、実際に地域の皆さまやお客さまとともに、好

評のランクルフェスを織り
込んだ「キャンピングイベン
トの開催」を予定しています。 

 
最後に、Earth Home 事

業として提供するアウトド
ア体験は、そのまま地域にお
ける防災対策に役立つもの
であり、私たち愛媛トヨタの
大切な地域活動と考えてい
ます。「幸せを、乗せて」を
テーマに、地域とともにこれ
までも、これからも。 

 

今回の取組みを通じて、特に貢献可能なSDGsの目標 

 

 

 以上 


